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副会長　久保木　秋徳
代々木にある、国立オリンピック記念青少年総合センターでの、都連総会に

参加して来ました。初めて行く施設であり、旧東京オリンピックで利用された
施設でしたので、興味がありました。

しっかり管理された施設で、清潔なイメージもあり、利用しやすい配置で 50
年前のレガシーを感じました。総会では、東
京都の各地区からの参加者との交流や、ケ

アサポートの取り組みの公演など、今後の活動に対する心掛けや想いが強
くなりました。

会場周辺でも、子どもたち向けのイベントや運動会などがあり、楽しそう
な笑顔が溢れていました。都連との関係性もまた、新たな思考で繋がって
行きたいと思います。

東京都青少年委員会連合会　定期総会（令和 5 年 5 月 24 日）

少年団体育成部長　　増田　秀一
皆様の御協力の下、本年度も子どもたちがチャレンジ共和国を

卒業することができました。この場を借り、感謝申し上げます。
参加した子ども

たちが、学校や私生
活において経験で
きないことを目の
前にし、「好奇心」

から積極的に参加する姿勢に、私達も忘れていた子ども心を思い
出した方も多いと思います。

この思いをこれからの行事に全員で活かしていきたいと思い
ます。

チャレンジ共和国（令和 5 年 5 月 14 日～ 6 月 18 日）

青年団体育成部長　　藤井　智恵
令和４年度の『アリストッ

ク』では、青少年委員として初
めてブースを持ち『作ってあそ
ぼう　ヘリコップター』を行い
ました。紙コップ、輪ゴムとビ
ニールテープで簡単に作れる
物でしたが、たくさんの方に喜
んでいただけたと思います。こ
れからも簡単に楽しめる遊び
を考えていきたいと思ってい
ます。

あらかわ青年大会 ～アリストック～（令和 5 年 3 月 19 日）
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荒川区青少年委員連絡会
荒川区地域文化スポーツ部
生　 涯　 学　 習　 課
登   録  （０５）００４６号

荒川区青少年委員連絡会
会長　根田　晃

４月に４年ぶりの「川の手荒川まつり」が開催され、コロナ禍前を上回る賑わいとなりました。
任期 2 年のうち半分の 1 年が過ぎ、今迄のイベントが出来る様になり、3 年ぶりの行事が多く手探り状

態でやってきました。この 1 年の経験を生かしブラッシュアップして子どもたち、地域のために活動して
行きましょう。
今年の 10 月 14 日は、10 年に一度の最大のイベント「青少年委員制度 70 周年」記念行事が開催されます。
周年事業テーマは「共に喜び、共に祝い、共に感謝する　青少年フェス」
70周年を迎え、喜びと感謝の気持ちを表現する会にしたいと思います。成功するためには青少年委員38人

1 人 1 人の力が必要です。1 人が抜けてもダメです。全員で力を合わせて創り上げましょう！パッション！
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つくって遊ぼうコーナー
ふうせんバズーカーを作り
ます。

調査研修部長から今日
1日の役割分担を発表。

恒例のつくって遊ぼう
コーナー準備中。

ふうせんバズーカー：
親子で協力して製作中

ふうせんバズーカーで的あて：
うさぎの絵がシュール。

 第37 第37回

第２回

アイスブレイク「猛獣狩りに
行こう！」：隊長いむちゃん

会場誘導員：愉快なおじさまたち！

副会長　井村　利恵
6 月 24 日（土）に私たちの自主事業である「タノシバ in 実のなる木公園」第 2 回目を実

施しました。
当日は梅雨の晴れ間で朝から蒸し暑くなりましたが、事前申し込みの 11 組の親子の他に公

園で遊んでいた子どもたち、近隣の保育園の園児と先生が加わって 40 名ほどの参加になりま
した。紙コップを利用した「けん玉」や「バズーカー」は作り方も簡単なのでとても好評で
親子一緒に楽しんでくれました。まだまだ始めたばかりの事業です
が、自分たちで作り上げる「タノシバ」を今後も継続していきたい
と思います。

調査研修部長　新井　雅人
4 年ぶりに開催された第 37 回川の手荒川まつり。私たち青少年委員は紙コップと

風船を使い「ふうせんバズーカー」を作成し、たくさんの子どもたちの笑顔に触れ
ることができました。予想以上の暑さに加え、想定外のことも多く皆様にはいろい
ろご迷惑もお掛けしたと思いますが、ぜひ来年もご協力のほどよろしくお願いいた
します。ところで ! 開催日 4 月 29 日は祝日ですが、過去 35 年間に名称が 2 回も変
わっており、今の名称は 3 代目となります。3 つの名称を全部覚えていますか ? 

円陣を組んで 
気合い入れて 
今 日 1 日 楽 し
みながらみなさ
んで協力して頑
張りましょう。
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大勢の人が楽しんでくれました。

びっくりパッチン：かわいくお絵描き。

飛び入り参加の園児たち：
保育士さんも交えて。

紙コップロケット：
作ったロケットで
輪っかをくぐらせ
て！

紙コップと
ふうせんで、
どんなふうに
できるかな。

ハート形の玉を的
に向かって上手に
飛ばせたかな。

できるところは自分で、
できないところはお手伝い。

けん玉作り：テープを
貼るのが意外と難しい。
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